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ダイセー倉庫運輸㈱

ダイセー倉庫運輸株式会社（本社：愛知県小牧市、代表取締役社長：田中毅）は、 2025年7月7日に愛
知県小牧市に自社最大級の物流センター「小牧第３物流センター（通称：JILP／Just Intelligence 
Logistics Plaza）」を竣工いたします。本センターの稼働により、市内に分散していた倉庫の一部機能
を集約し、物流導線の効率化を実現。トラックドライバーの待機時間短縮を含む「2024年問題」への
対応を強化するとともに、持続可能な物流の形を追求してまいります。

＜ 本件に関する報道関係者からのお問合せ先 ＞

ダイセーホールディングス㈱

担当：広報チーム 齋藤／浅見

TEL：03-5212-8988 FAX： 03-5212-8989 E-mail：dhd-pr-ict@daiseihd.co.jp

ダイセー倉庫運輸、小牧市に自社最大級の物流センターを竣工

～倉庫を集約し物流効率を大幅改善、ドライバーの待機時間削減を図る～

＜センター概要＞
■所在地 愛知県小牧市大字三ツ渕原新田字西新塚１１５－１
■延床面積 9,523.7坪（敷地面積：9,245.6坪）スペース
■構造 2階建て
■稼働開始日 2025年7月7日
■主な設備 海上コンテナ専用バース8基／ドックレベラー6基／移動ラック15,600パレット／垂直
搬送機8基／洗車機・給油所完備

＜ダイセー倉庫運輸について＞

センターの特徴
■全天候型：天候に左右されず全ての荷物を倉庫内で積み下ろしできる構造を採用。商品を濡らさず扱
える設計により、荷主企業の信頼にも応えます。
■海上コンテナバース拡充：従来は最大2基だった海上コンテナの受け入れ能力を、8基へと大幅に拡
張しました。ポリマー製品をはじめとする輸入貨物の増加が今後さらに見込まれる中、輸入対応力の強
化とともに、ドライバーの待機時間削減にもつながる設計となっています。

ダイセー倉庫運輸株式会社は、中部地区（愛知・岐阜・三重）を中心に、ポリマー（石油化学品）に特化し
た独自の物流ネットワークを展開する老舗物流企業です。自動車関連の石油化学品メーカー様向けに、確実
かつ効率的な配送を実現する「ジャスト便」サービスを提供してまいりました。現在は、「ジャスト便」で
培ったノウハウを活かし、全国規模の物流ネットワーク「ジャパンポリマーライン」確立を進めています。
あわせて、トラックと荷物をマッチングする新規事業を開始しました。2025年には創業51周年を迎え、さ
らなる成長と挑戦を続けています。

背景と目的
当社の強みである動車部品を扱う配送では、納品先1社あたり20～30の出荷元からの荷物を1台のトラ
ックでまとめるため、複数拠点を巡回する非効率が課題でした。新センターの稼働により、これら出荷
元の小型倉庫を集約できるため、複数倉庫にまたがっていた積み込み作業が一か所に集約され、大幅に
効率化できます。従来平均3時間を要していた積み込み時間の短縮を実現し、政府が掲げる「荷役2時
間以内（目標1時間）」の達成を目指します。

環境対策
■太陽光発電パネル：年間212万キロワット発電、等倉庫電力の55%をカバー。CO2年間146トン削減
■省人化：効率的なレイアウト設計により、従来センターの約7割の人員で運用できる。
■車両台数削減：複数拠点での積み込み作業を集約することで、配送に必要な車両台数を削減。

画像格納：https://drive.google.com/drive/folders/11cfcRA2tSGDkGVUrpp_YjzZrRWUCInsx?usp=drive_link
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